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 嚥下淫．二祉呼吸把殆との｝嘉肇は騎に副管切開後の譲

嚥を濠目する上に重要な］1 e・’i下蓮勲は礎來P腔期，

咽頭期，式中期の3期に分けられ嵐るもこり中，畷頭

期肝下浬勲と呼吸葺ユル》「」’及鯵止との研博iにつき次

の事項を究L’艮せ謬。

 健康入口“ コ ζ r≧檸垂の直：銃乃至 1．山上以内

に起ジ，軒下鯵了後の呼勢、滞陣は蒲下職7Pの直後乃至

L27秒にして，、．．．5も．t、5秘密丈呼販停止よ蓼嚥下開始

迄の時問が く（餌兜ご、）J呼二菩始は普患、罪’黛

渥延（o－1，87レつす。亙弼一更田下に封ずるr吸停止縛

聞は髭濃メ㌔麟ε一三。；11暴（、i、1・o？沙），ゴ、ミ蒼切開

患者！の4－L1秒（ギ均1。33秒）な垂・

 犬に必ミ、する正常鴉下は口吸惇止江後乃至。．68秒，

副管蝕；後。・・s5一ψ・瓦下顎樋門識則る場含

の嚥下と贈吸の 墨を二ご’するにご二唖に分ち得0嚥下

蓮鋤中に：塁鼓氣起る；愛鎌を第1型とし（之を：更に互つ｛（

ゑ類），吸氣中又は吸氣と岡時に嚥下蓮郵起る揚合を第

凸型とす（第夏型を更に：：二つに分類せり）o諏して第1

型は灘薄の8勲．5％，第夏型ぱ1？．5易なり。誤嚥は嚥

下運動と呼吸運動とが一作痴．←聴して，lt衆上氣

管制開門の訣弱1試我幼ル（てタま謝夏磁土なるも，大入

にては氣を感付けて呼吸を祠満し，喀羨ぽ之を喀縦し1

呼吸を素早く止め，素早く食ぞヒ藥下す⊃事により誤

嚥を豫円し得。而も1閣の咽『夏期嚥下は1秒前後なる

赦，この間の呼吸停止は困難ならず。 （立野）

   薮踏懲凹凹を門門穏轟酸粘門下deルヨ詳

   働ル漣入療法

               成 瀬 紀 雄

    茸鼻臨床，38巻，7號，520頁（昭和18年7月）

 5ec注射器と太き探膿用長針，40％モルヨドール

を使用す。鼻腔を清浮にし，！0％コカイン綿を溢入部

粘膜に十数分間四布す。侮れの部位に注入する場合も

鼻前庭皮膚部より穿刺し，骨叉ぼ軟骨面に活ひ霜膜を

穿孔せざる様充分後方に針を蓬りし後，強塵を以て徐．

々に必要量のモルヨド・一ルを注入す。注入後脚を抜き

穿刺部を綿花塊にて藪：分聞墜儀し，液の漏轟を防ぐ。

注入量は勇腔の贋狡によれど2一一5Ccを要す。注入部

位と穿刺部位との距離を離す事に弦り，注入後のモル

ヨドール漏出．を防ぎ得。

 著春は越州に粘膜下モルヨドー・レ注入法を施行し，

大山良好なる成績を畢げ得た塑。即ち鼻腔は適度に狭

小になるのみならず，粘液挫分泌は讐加し，粘∴灘潤

し，自豊症頓に輕減す。モルヨドーノレの粘膜下の甕留

期罵に就いては，著者b纏洲山中，往畷1年の再診例

は肝脳後と岡議の膨隆を承し，何等団歌，漏出の形跡

を認めず。又幽門：さる．とも，ヨew一ド鯛の荊阜～に稼り，

紐蔵新生にて置換さると推定す。肥後の副症款として

鼻下部疹痛績膜日赤叉獲熱あれど，一時的症驚こにして

i］；’入後一雨寓間のみな）o      （小泊抄）

   麗灘中松艦i眠患罵「慮滋櫛’羅藤豊感兆駈

   ミ嵩出1駕の嚇良灘月月竃鷹緯鼠下す彫響鵡

   i銚鷺

              瀧貸一男，蒸野武離

    耳轟臨床， 38管， 7號，488頁（日葺斥［i：主8年7月）

 慮部に症歌固定し，現症輕罪なる結核牲疾患を有し，

難時に誌性疑蹴．．炎を有する患者27名に就て，雨働

．弼駄鶴蓋幕挑麟繊術を施行し，之が赤血球沈降遠

度に灰ぼす影響を窺察せYo 27名中徳前赤沈の正常

なBしもの13名， 中‘整贋20mmのもの10名，20

薫m嫉上乏）も乏）4名なP。衛前赤沈正常債なPしもの

にては術後15目昌には充進ぜるもの多きも，循後50

買昌にては大謹四丁に復せるか，或は良好となyしも

の多きし沼めたり。衛前正常償20mmの春に於ては

臼後15日昌に：既に赤沈の良好とな冒し；者多く，更に

押後50昌員に於ては好影響閉口なり。術慮む20工nm

塚上の．蕃4名は門別著明に赤沈頂は良好となれ刀。邸

鐙駿的に鰯赫沈伝高きもの程融魯腺摘朧が赤沈

への好影響著しきを認めた）o更に畿温を基礎に考察

せ・しに，衛前龍濫37。C以下の者｝（於ては，術後15日

昌には赤沈殆ど衛衝に復せるか，或は良好となりし者

多く，術後50日昌には1名を除き悉．く良好となれり0

37．2。Cの者に於ては術後ユ5日目には赤沈良好となれ

る者と完進ぜる者矛月孚ぱする番， 50 日目には赤沈良

好となれる者多かりき。術前37．2℃以上の者に於て

は術前赤沈贋他の2群に比し滅少著しきを認めたYo

 以上の如く全症例に於て術前赤沈の稽≧充進ぜる者
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